
が
「
食
欲
」
と
訳
さ
れ
ず
に
「
重
銅
」
と
訳
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
別
訳
の
原
語
は
ガ
ン
ダ

l
p
l
語
の
可
能
性
が
あ
る
。

略
語
表

C
写
本
I
チ
ェ
ン
マ
イ
の
巧
a
F
F
g
q
に
属
す
る
写
本
。

L
写
本
日
一
フ
ン
パ
ン
の
巧
三
戸
回
目
出
宮
で
発
見
さ
れ
た
写
本
。

回出刊日
ω由同吋岡山コ
H2曲目白山
r山可目、

40--HW
巾L・
ru『戸
-Hり巾
2
w
M
M吋
ω・〔ピ

ル
マ
写
本
一
本
(

B

)

と
セ
イ
ロ
ン
写
本
三
本

3HY--、ωむ
と

ω予

の
タ
イ
写
本
(

C

)

よ
り
な
る
。
〕

ω同】
rHω
削片田伸長田問者
mEm-ロ
ア
邑
・
「
可
句
-
F・
4
司
DO円Z
R
P
句、
H，
m-

タ
イ
写
本

3
0
)
U
ω
可問自由目叫悶
1
r由
曲
四
国
吋
与
す
}gHHMW
民
間
口
問
ぎ
rw

H

由∞。・

ピ
ル
マ
写
本
(
図
。
)
H
の
Z
5
2
g
m附苫口同開品目片山
OHM・何回口問
O
D
P

一戸山印日
1
.

雑
河
合
u
雑
阿
含
経
(
大
正
蔵
経
第
二
巻
2
0
3
)

別
訳
日
別
訳
雑
阿
合
経
(
大
正
蔵
経
第
二
巻

Z
O
H
g〉

註(1
)

拙
稿
「
北
部
タ
イ
新
出
相
応
部
写
本
研
究
(
一
)
」
(
『
傍
教
諭

叢
』
二
九
号
、
昭
和
六

O
年
九
月
、
浄
土
宗
教
学
院
)
、
「
同
研
究

(
二
)
」
(
『
浄
土
宗
教
学
院
研
究
所
報
』
七
号
、
昭
和
六
O
年
八
月
、
浄
土
宗

教
学
院
)
。

〈
2
〉
(

I

)

の
型
に
属
す
る
も
の
は
、
日
目
白
伝
聞
削
F
2
M
が
山
口
回
附
問
削
目

岳
山
吉
と
な
る
も
の

-
m
F聞
包
が
君
。
口
同
と
な
る
も
の
・

-52M

包
岳
白
日
阻
害
副
曲
目
が
仲
間
同
即
日
旦
削

E
S
E削
国
内
田
町
と
な
る
も
の
が
あ

る。
(

H

)

の
型
に
属
す
る
も
の
は
も
岳
山
苫
が
開
聞
岳
山
主
と
な
る

も
の

-
g
E
F
E
が
宮
口
口
同
F
削
回
目
と
な
る
も
の
が
あ
る
。

(
3
〉
巧

-
P日間
F

E
刊
の
宮
市
町
g
m
g
H
L口開
S
E
E
S
-
z
a
k
o
-
-

H
U
Y向出口
nF巾ロ匂向。ロ
rFOHmw
一戸由
ωowHYNAH・

ハ
4
)

富
岡
田
・
同
-
U回〈丘団旬、
H，
r叩
出
c
o
r
c同
岳
叩
関
5
L
B仏印印可守山口間"

〈

o--HU
同

ν
H，
ωwHUH日
1MMV・
NN0・

(
5
〉
出
。
-
5
2
ω
s
-
H
r
w
ω
包ー円目白口三
wHK担
問
同
国
苦
虫
色
H
O
H
U
m
-
F
q
s

〉

mmmwdt白恒明白旭町

4D-p
円、信用
=PHι
・品
H
m
y
Z
2
2
H
・

(

6

)

図。
-
5
2
ω
B伊
丹
『
は

ω司
}
拘
よ
り
「
自
由
回
世
田
仲
田
口
同
山
吉
田
町
民
守

口
同
召
」
を
引
用
す
る
が
、
旬
、
吋
ω
版
の

ω】u
r
Q
-
S
L
C
に
は
バ
リ

ア
ン
ツ
の
一
つ
と
し
て

B
B出
自
は
あ
る
が

B
S国
間
宮
口
は
な
い
。

(
7
〉
こ
の
メ
ー
タ
ー
は

E叩
2
r
r
で
〉
)
一
と
な
る
べ
き
で
あ
る

が
、
苫
HMMg由同曲同官、呂田四国白
g
召
で
は
一
)
一
と
な
っ
て
し
ま
う
。

(
8
〉
』
・
切
円
。
己
間
y
、H，
r
o
O削ロ品目戸削吋
H
U
r
R
B国間)白
L
P
F
Dロ
L
c
p

ssw
可
-
E由
・
ま
た

H
y
g
u
寸
で
は

rr
と
『
と
の
交
換
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。
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リ】
~ 

・5
cn 
貯d

~I 
'"i 
~ 

考

(
行
)

村

上

貰穴

t::!::7 
7G 

原
始
経
典
以
来
用
い
ら
れ
る
術
語

g
e島
町
同

(g恒
喜
間
HP
行、

s
と
略
)
の
意
味
と
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
よ
く
理

解
さ
れ
て
い
な
い
。
意
味
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
内
的
意
志

(
木
村
泰
賢
〉
、
為
作
、
為
作
一
般
(
和
辻
哲
郎
〉
、
形
成
作
用
、
形
成

力
〈
中
村
元
)
、
の
g
g
r
zロ
m
g
(出
・
。
}
仏
g
r
o
H問
w
凶
包
舎
と
・
国
2
・

4
0
F
H
-口問巾
HMw
〈
O同
国
同
巾
ロ
ロ
ロ
ぬ
(
。
-
Hり同国ロ
g
u
U
G吉
区
富
司
白
〉
w
〈。‘

】
注
目
。
回
国
田
口
仏

O昏
巾
円
向
田
口
己
己
2
・
当
日
]
】
田
口
門
目
。
己
凶
巾
H
同

OHn巾
回
(
吋
F-

ω
5
2
r
E
F
-『
宮
内
U5ロ
S
E
E
S志向。ロ
o自
己
注
E
m
g〉
の
如
く
区

々
で
あ
る
。

S

は
五
趨
(
色
・
受
・
想
・
行
・
識
)
、
十
二
縁
起
(
無
明
・
行
・

0
 

識
・
名
色
・
:
〉
に
含
ま
れ
る
。
諸
行
無
常
と
も
い
う
。
ま
た

g
H何
回
目
昏
倒
同
ロ
ヨ
福
江
戸
〈
行
生
、
志
向
に
よ
る
転
生
、
来
世
へ
の
願
、
志

向
を
含
む
諸
の
力
に
よ
る
転
生
、

hh・
自
・
問
者
・

8
1
5
0〉

]同
A4伊丹田
zZH吋Hrr劃
E
(命
行
、
生
命
力
、
生
命
持
続
力
、

b
-

ロ・同》・

活
)

削
3
・
田
・
(
寿
行
、
寿
命
の
力
、
寿
命
持
続
力
、

h
v
・
口
・
司
-Hom--h-H
・

む
-
N
U
A
M
)

司
法
問
〈
一
回
・
田
・
ハ
有
行
、
生
存
力
、
生
存
持
続
力
、

b
・
口
・
匂

H
c
d

と
い
う
用
例
が
あ
る
。
こ
の
最
後
の
方
の
例
は

s
が
生
命
や
生
存

を
持
続
さ
せ
る
力
、
勢
い
、
つ
ま
り
勢
力
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。
行
生
の
行
(

S

)

と
は
来
世
の
境
遇
を
決
定
す
る
力
で

あ
り
、
そ
の
力
は
、
願
、
希
望
、
志
向
か
ら
出
て
い
る
。
即
ち
、

信
・
戒
・
聞
・
推
離
・
慧
を
そ
な
え
た
比
丘
が
「
死
後
に
:
:
:
に

生
ま
れ
る
よ
う
に
」
と
思
っ
て
、
そ
の
心
を
定
め
、
心
を
保
ち
、

心
を
修
す
る
。
彼
の
諸
の

s
と
心
が
け
(
往
)
と
が
、
こ
の
よ
う

に
修
せ
ら
れ
る
と
、
そ
こ
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
資
す
る
(
芦
田
-

E
・
g
-
5
0
)、
と
説
か
れ
る
。
こ
れ
は
人
が
死
ぬ
と
き
に
い
だ
く

意
向
、
志
向
が
、
死
後
の
存
在
を
規
定
す
る
と
い
う
観
念
で
あ
り
、

そ
れ
は
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

(
そ
れ
は
皆
主
己
苫
や
ペ
と
E
S
F習
に
帰
せ
ら
れ
る
。
拙
著
『
サ
I
ン

グ
ヤ
哲
学
研
究
』
八
五
|
八
六
頁
参
照
汚
そ
う
い
う
来
世
を
規
定
す

る
力
(
日
志
向
、
願
〉
を
仏
教
で
は

s
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

0

0
 

行
生
の
S

ハ
行
)
は
志
向
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
が
、
寿
行
は

必
ず
し
も
志
向
と
関
係
し
な
い
。
尤
も
仏
は
寿
行
を
捨
て
た
と
い

う
(
勺
・
ロ
・
唱
-
H
g〉
の
で
、
意
志
も
関
与
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し
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か
し
、
寿
行
は
感
受
さ
れ
る
法
と
は
異
な
る
。
そ
の
理
由
は
、
想

受
滅
に
入
っ
た
比
丘
に
も
寿
行
が
あ
る
か
だ
と
い
う
の
で
あ
る

(
』

h
・
H
-
-
v
-
N
U品
川
)
。

十
二
縁
起
の
行
(
S
〉
は
身
行
・
語
行
・
心
行
(
ま
た
は
意
行
)

の
三
と
説
明
さ
れ
る

G
・
H
H
・
3
・
品
切
色
、
h
h
・
戸
市
-

E

h

k

p

H

匂-

H
N
N
・
口
・
旬
-

N
印

H
w
h
h
-
H
・
匂
・
臼
田
由
)
。
こ
れ
は

s
を
業
(
行
為
と
そ
の

余
力
)
と
を
同
一
視
す
る
解
釈
を
生
む
。
悪
意
を
伴
な
う
身
行
、

語
行
、
意
行
を
作
れ
ば
、
悪
意
を
伴
な
う
世
界
に
生
ま
れ
る
宰
-

H
・司
-
H
M
M
M

口
-
-
v
-
N
ω

ゲ
ミ
-

H
・司・
8
U
)

な
ど
と
い
わ
れ
る
。
こ
の

身
行
等
は
行
為
と
そ
の
余
力
で
あ
り
、
次
の
生
存
を
規
定
す
る
原

動
力
と
な
る
。
そ
し
て
そ
の
行
為
に
は
悪
意
(
ま
た
は
無
悪
意
〉
と

い
う
意
思
、
心
が
け
が
基
礎
に
な
っ
て
い
る
。

四
諦
を
如
実
に
知
ら
な
い
者
は
、
生
・
老
・
死
等
に
導
く
諸
行

を
作
っ
て
、
生
老
死
等
と
い
う
崖
に
落
ち
る
が
、
そ
れ
ら
諸
行
を

作
ら
な
け
れ
ば
、
生
老
死
等
か
ら
解
脱
す
る

Q-
〈
-
署
・
怠
∞
同
)

と
い
わ
れ
る
。

十
二
縁
起
の
行
が
身
行
・
語
行
・
心
行
の
三
で
あ
り
、
そ
の
行

の
縁
に
よ
っ
て
識
(
認
識
〉
が
あ
る
、
と
い
う
の
は
、
行
為
や
そ

の
余
力
、
影
響
力
が
認
識
を
規
定
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た

s
“
(
行
〉
は
福
行
・
非
福
行
・
不
動
行
に
分
け
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
各
々
に
よ
っ
て
福
(
善
〉
、
非
福
、
不
動

に
従
う
識
が
あ
り
、
無
明
を
捨
て
明
が
生
ず
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
S

を
作
ら
ず
、
意
思
せ
ず
、
何
も
の
に
も
取
著
せ
ず
、
般
謹
撰
す
る

(
悟
境
に
入
る
、
寂
滅
に
帰
す
る
〉
と
い
う

2
・
ロ
・
司
・
∞
N

〉
。
そ
う
い

う
識
を
規
定
す
る
力
、
輪
廻
を
規
定
す
る
原
動
力
は
、
行
為
さ
一

行
〉
か
ら
生
ず
る
。
で
は
そ
の
行
為
、
三
行
と
は
何
か
。

こ
の
身
行
は
出
息
、
入
息
(
呼
吸
)
、
語
行
は
尋
・
思
(
覚
・
観
、

粗
・
細
な
る
思
考
〉
、
心
行
は
受
(
感
受
)
と
想
(
表
象
、
観
念
〉
で
あ

る
と
説
か
れ
る

Q-
同〈・司
-

M
呂、

R
H・司・

gH〉
。
呼
吸
が
身
行

で
あ
る
の
は
、
呼
吸
が
身
の
活
動
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
呼
吸

が
身
の
活
動
を
あ
ら
し
め
る
原
動
力
で
あ
る
。
尋
思
即
ち
心
に
思

う
こ
と
が
、
語
を
発
す
る
原
動
力
と
な
る
。
受
と
想
が
心
行
で
あ

る
の
は
、
受
や
想
が
心
の
内
容
と
な
り
、
心
の
活
動
の
も
と
、
原

動
力
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

S

は
呼
吸
の
よ
う

な
無
意
識
ハ
睡
眠
等
〉
に
お
い
て
も
行
わ
れ
る
活
動
も
、
尋
思
の
よ

う
な
心
の
は
た
ら
き
を
も
含
む
。

五
趨
の
中
の

s
は
六
思
身
公
立
白

EEE3u
子
六
種
の
意
思
の
集

合
)
で
あ
る
。
即
ち
色
思
(
同
間
宮
島
田
口
2
8
6
、
声
思
、
呑
思
、
味

思
、
触
思
、
法
思
で
あ
る
。
思
と
は
意
思
、
意
志
、
志
向
の
意
で

あ
る
。
つ
ま
り
色
等
に
対
す
る
意
思
、
志
向
で
あ
る
。
触
が
起
こ
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る
か
ら

s
が
起
こ
り
、

触
が
滅
す
る
か
ら
行
が
滅
す
る

2
・自・

可

-
m
C
)

と
い
う
。
ま
た
、
意
識
し
て
身
行
等
を
作
る
の
み
な
ら
ず
、

意
識
し
な
い
で

(
3
5
E創
出
血
)
身
行
等
を
作
る

(
匂
・
口
・
匂
-

A

R

}

)

と
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

S

は
意
識
的
な
志
向
だ
け
で
は
な
く
、

無
意
識
的
な
志
向
、
傾
向
性
で
も
あ
る
。

S

の
一
つ
の
定
義
は
、

有
為
を
用
意
す
る

(
g
g
r
z
s
g
阻害
T

gH官
r
r
R
o
p
作
ら
れ
た
も
の
に
用
意
す
る
〉
0

色
を
色
で
あ
る
も
の
と

し
て

(
同
問
官
官
同
副
司
喜
々
白
)
有
為
を
用
意
す
る
(
色
と
な
る
よ
う
に
色

を
作
ら
れ
た
も
の
に
用
意
す
る
〉
、
と
い
う
。

受
・
想
・
行
・
識
に
つ

い
て
も
、

同
様
。

つ
ま
り
五
誼
の
一
々
を
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
と
し

て
作
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

た
る
所
以
で
あ
り
、

五
誼
の

々
を
形
成
す s
る(
原複
動巻
空が
£形
る成
こ.力

と
を
示
し
て
い
る
。

五
誼
と
は
、

広
く
解
す
れ
ば
勿
論
世
界
を
も

含
む
に
し
て
も
、

多
く
の
場
合
は
、

我
々
の
身
心

(
Z
身
心
の
要

素
)
で
あ
る
。

色
は
四
大
元
素
お
よ
び
四
大
元
素
か
ら
成
る
色
と

で
あ
り
、
食
物
の
集
よ
り
色
の
集
が
あ
り
、
食
物
の
誠
よ
り
色
の

滅
が
あ
る
と
い
う

2
・
自
・
匂
-
E
)。
こ
の
色
は
ま
さ
に
肉
体
で

あ
る
。s

は
五
趨
の
一
々
を
作
る
、
即
ち
我
々
の
身
心
を
成
り
立
た
せ

る
。
つ
ま
り

s
は
身
心
を
成
り
立
た
せ
る
・
、
勢
い
、
勢
力
で
あ

る
。
そ
の
勢
力
は
五
癌
(
身
心
)
の
中
の

s
で
あ
り
、
身
心
以
外

の
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

S

は
そ
れ
自
体
、

身
心
の
勢
力
で
あ
る
。

S

は
意
思
〈
六
思
身
〉
で
あ
る
と
い
う
が
、
意
識
的
な
意
識
の
み
な

ら
ず
無
意
識
的
な
志
向
を
も
含
み
、

身
心
の
勢
力
と
し
て
生
命
持

続
力
(
町
吉
町
田
・
ふ

E
S
'由
・
〉
と
も
な
る
。

五
趨
即
ち
身
心
を
統
一
す
る
も
の
は
何
か
。
そ
の
点
は
明
確
で

は
な
い
が
、
諸
の

s
即
ち
複
数
の
形
成
力
、
勢
力
、

エ
ネ
ル
ギ
ー

が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
に
お
い
て
は
、

身
心
の
統
一
者
と
し
て
見
出

さ
れ
た
の
は
、
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ア
ー
ト
マ
ン

(
我
)
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
よ
う
な

我
を
考
え
ず
に
、
諸
の

s
を
考
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ブ
ラ
l
フ

マ
ナ
や
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
に
お
い
て
、

身
心
の
諸
機
能
(
呼
吸
や

感
官
そ
の
他
の
そ
れ
)
は
神
格

2
2田
仲
間
)
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
っ

た
が

(
k
g
z苫・
4
・
H

・
H

-

f

H

・M
-

品)、

仏
教
で
は
身
心
の
諸
勢

力
が
諸
の

s
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
見
た
よ
う
に
、

S

の
内
容
は
多
様
で
あ
る
。
そ
し
て
原

始
経
典
も
、

身
心
の
多
様
な
活
動
や
状
態
に
つ
い
て
、

S

と
い
う

語
を
用
い
る
。
『
相
応
部
』
一
一
一
六
・
一

一
に
は
、
諸
行
ハ
S

〉
の
滅

と
し
て
、
禅
定
に
お
い
て
滅
す
る
身
心
の
活
動
を
列
挙
し
て
い
る
。

即
ち
、

初
禅
に
お
い
て
語
が
誠
し
、

第
二
禅
に
お
い
て
は
尋
・
伺



?
覚
・
観
)
が
滅
し
、
第
一
一
一
禅
に
お
い
て
は
喜
官
三
〉
が
減
し
、

第
四
禅
に
お
い
て
出
入
息
が
滅
し
、
空
無
辺
処
に
お
い
て
色
想
が

滅
し
、
識
無
辺
処
に
お
い
て
空
無
辺
処
想
が
滅
し
、
無
所
有
処
に

お
い
て
識
無
辺
処
想
が
滅
し
、
非
想
非
非
想
処
に
お
い
て
無
所
有

処
が
誠
し
、
想
受
誠
に
お
い
て
想
と
受
が
滅
し
、
漏
尽
の
比
丘
に

は
貧
・
膜
・
療
が
滅
し
て
い
る

2
・
H
〈
・
ヲ
N
H
3
、
と
い
う
。
こ

れ
ら
語
な
い
し
貧
・
膜
・
療
が

s
と
考
え
ら
れ
る
。
療
は
愚
療
、

迷
い
で
あ
る
が
、
誤
っ
た
考
え
も
こ
れ
に
入
る
。
誤
っ
た
人
生
観
、

世
界
観
も

s
に
含
ま
れ
る
。

「
色
は
我
で
あ
る
」
と
観
ず
る
と
、
そ
の
観
方

(
8
5自
宅
g-

se
は
s
で
あ
る
。
「
我
は
色
を
有
す
る
」
、
「
我
の
中
に
色
が
あ

る
」
、
「
色
の
中
に
我
が
あ
る
」
と
観
事
す
る
と
、
そ
の
観
方
は

s
で

あ
る
。
受
・
想
・
行
・
識
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る

2
・
目
・
司
・

虫
b
u
e
。
つ
ま
り
我
見
、
我
執
が

s
な
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
常

見
、
断
見
、
疑
惑
や
疑
念
が
あ
る
こ
と
も

s
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の

s
に
つ
い
て
、
「
無
明
の
触
よ
り
生
じ
た
感
受
さ
れ
る
も
の
に
触

れ
る
と
、
無
聞
の
凡
夫
に
渇
愛
が
生
じ
、
そ
れ
よ
り

s
が
生
ず
る
。

そ
の

s
も
無
常
で
あ
り
、
作
ら
れ
た
も
の
(
有
為
)
で
あ
り
、
縁

生
し
た
も
の
で
あ
り
、
渇
愛
も
受
も
無
明
も
同
様
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
に
知
り
観
る
な
ら
ば
、
直
ち
に
諸
の
漏
の
減
が
あ

る」

2
・
E-
宅・

8
1
8〉
と
繰
返
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
誤
っ
た
観
方
と
し
て
の

s
の
滅
は
、
縁
起
の
観
察
に
よ
っ
て
、

s
も
無
常
で
あ
り
縁
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
知
る
こ
と
に
よ
る
の

で
あ
る
。

禅
定
に
よ
っ
て
身
心
の
活
動
を
滅
し
て
行
く
の
は
、
身
心
の
訓

練
を
意
味
し
て
い
る
。

S

の
滅
や

s
の
軽
安
を
説
く
の
は
、
身
心

の
訓
練
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
後
の
説
一
切
有
部
に
お
い
て
は
、
行
離
の
中
に
多
く
の

心
所
法
(
但
し
受
・
想
を
除
く
)
と
心
不
相
応
行
を
含
む
。
そ
の
よ

う
に
多
様
な
身
心
の
活
動
や
状
態
を
含
む
傾
向
は
す
で
に
原
始
経

典
に
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
心
所
法
や
心
不
相
応
行
を
含
む
行

寵
と
は
、
ス
チ
ェ
ル
バ
ッ
キ
ー
も
い
う
よ
う
に
、
当
日
間
ロ
仏

O
H
r
2

同

0
5
2
(意
志
と
他
の
諸
力
)
で
あ
り
、
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つ
ま
り
は
勢
力
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
も
原
始
仏
教
に
お
い
て
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

諸
一
伊
無
常
と
い
う
。

S

は
有
為
(
作
ら
れ
た
も
の
、
現
象
界
)
に

同
じ
で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し

s
は
第
一
義
的
に
は
能
動
的

な
勢
力
、
身
心
の
勢
力
で
あ
る
。
仏
の
入
滅
に
際
し
て
、
諸
行
無

常
と
い
わ
れ
る
と
き
に
は
、
単
に
万
物
が
無
常
だ
と
い
う
の
で
は

な
く
て
、
ま
ず
は
身
心
の
勢
力
、
生
命
力
が
無
常
で
あ
る
の
意
と

理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

[
な
お
最
近
の
諸
研
究
の
中
で
は
、
4

上
杉
宣
明
民
の

s
に
関
す
る
見
解

(
『
併
教
研
究
』
第
七
号
、
第
九
号
、
第
一
三
号
)
に
対
し
て
、
筆
者
は
お
お

む
ね
賛
意
を
表
す
る
が
、
筆
者
は
s
の
意
味
を
た
ず
ね
つ
つ
、
仏
教
の

身
心
観
、
そ
し
て
生
命
観
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
〕

源
智
と
石
清
水
八
幡
宮

野

キす

道

恒

は
じ
め
に

法
然
の
弟
子
勢
観
房
源
智
は
、
そ
の
観
類
に
紀
氏
一
一
族
を
持
っ

と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
紀
氏
一
族
は
代
々
石
清
水
八
幡
宮
の
澗

官
の
家
柄
で
あ
る
。
当
時
は
神
社
と
い
っ
て
も
神
仏
習
合
思
想
の

中
で
、
仏
教
的
儀
式
が
行
わ
れ
る
の
は
、
極
め
て
日
常
的
な
こ
と

で
あ
り
、
紀
氏
も
別
当
職
を
勤
め
て
い
る
。
石
清
水
八
幡
宮
で
行

わ
れ
る
行
事
で
は
、
大
般
若
供
養
な
ど
仏
教
的
な
要
素
は
、
さ
ま

ざ
ま
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
法
然
の
提
唱
し
た
専
修
念
仏
の
思
想
が

ど
の
程
度
、
石
清
水
八
幡
宮
に
お
い
て
窺
わ
れ
る
か
に
つ
い
て
、

論
を
進
め
て
行
き
た
い
。
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1 

源
智
は
、
法
然
の
寂
し
た
建
暦
二
年
(
一
二
二
一
)
十
二
月
廿
四

日
付
で
、
法
然
の
報
思
謝
徳
の
為
の
阿
弥
陀
仏
像
を
建
立
す
る
と
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